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JARL奈良県支部会員

の皆さま方には、平素から、

支部運営に、多大なご支援

とご協力を賜り、心から感

謝を申しあげます。本日は

日ごろから無線でつながっ

ている方々とも、アイボール

ＱＳＯを楽しまれてくださ

い。 

 

私は、昨年6月23日の

JARL社員総会後に、平成14(2002)年から11期22年間

熱心に務められました前支部長のJH3KCW吉川さんか

ら支部長を引き継ぎました。それまで副支部長として吉

川さんを精一杯サポートしてきましたが、いざ支部長にな

ってみると、私には見えていなかった多くのやることがあ

り戸惑っています。しばらくは、吉川さんにも、助けていた

だきながら、こつこつ真面目に務めていきたいと思ってい

ます。 

 

JA5SUD森田耕司さんが昨年の社員総会後の理事

会で引き続き会長になられました。理事会報告にも掲載

の通り、様々なJARL改革に、誠意をもって意欲的に取り

組んでおられます。特に「積極的な活動と情報発信」・

「組織運営の透明化」を2本の柱としクリーンな組織運営

に取り組んでおられます。本日も多くの会員の皆様方と

交流を深めたいとお越しいただきましたので、講演会で

お話を聞けることを楽しみにしております。 

また、毎年お越しいただいている、関西地方本部長

（JARL理事）のJR3QHQ田中 透さんにも、大阪・関西

万博特別記念局への取り組みを中心に、最新の話題を

お話していただきます。 

 

日本は風水害や地震の頻発する国で、昨年元日に能

登半島地震が発生し、同年9月に同じ能登が水害に見

舞われました。近畿地方で、この30年間に南海トラフ大

地震が発生する確率は80％といわれております。 

ボランティアの防災活動を目的としたJARL奈良県支

部の登録クラブに、「生駒市アマチュア無線非常通信協

力会」、「奈良県無線・救護赤十字奉仕団」、「桜井市ア

マチュア無線ネットワーク」があります。災害時や非常通

信を想定して、各クラブでは、講師を招いての講演会や

通信訓練を定期的に開催されていますが、各クラブが連

携をした活動にも期待いたします。 

 

奈良県支部としては、一昨年度・昨年度に、近畿総合

通信局・JARL和歌山県支部と連携をして、南海トラフ大

地震等に備えた、アマチュア無線による非常通信ルート

の確保実験を吉野郡各村・五條市・高野町・熊野市間で

行いました。本年度11月にも近畿総合通信局と連携をし

て、下北山村と上北山村間の通信実験を行い、アマチュ

ア無線144MHz帯で交信実験を行いました。 

 

昨年7月29日(月)ICOMならやま研究所で奈良県初

のARISSスクールコンタクト（子どもたちがアマチュア無

線で国際宇宙ステーションに滞在する宇宙飛行士と直

接交信する）が成功しました。午後7時52分から約10分

間、奈良市内の応募した小学生15名が宇宙飛行士に

自ら考えた質問をし、宇宙飛行士から答えが返ってきま

した。２年前にこのNASAの事業に申請し実現したもの

で、事前学習やアンテナ設置・ISSを追尾、当日の運用

など経験豊富な関西ARISSスクールコンタクトプロジェ

クトチーム（リーダー田中 透さん）の完全なサポートがあ

りました。感謝申しあげます。 

 

第50回奈良Ｖ・ＵＨＦコンテストは、ログ提出部門数：

（県内局区分：93、 県外局区分：63）（電子ログ：151 

郵送：5）でした。多数の皆様のご参加をいただきました。

ＱＳＬカードタイプの参加賞は、ビューロー経由で発送

済みです。県内局の皆さまは、本日、第50回記念の参

加賞および入賞の方は賞状・副賞（トロフィー）・特別賞

（盾）を、お受け取りください（代理人受領も可能です）。

来年度は通常の形でコンテストを開催いたしますので、

どうぞ、多くのご参加をいただくようよろしくお願いいたし

ます。 

 

奈良県支部報には、今回も吉川さん作成の、毎年の

個人を特定しない各種会員データを集計・分析のうえ、

グラフ化もしていただきましたので掲載しています。支部

Webページには、平成11(1999)年度から令和6(2024)

年度までの26年分のデータを蓄積しています。 

 

「ワイヤレス人材育成のためのアマチュア無線の活用

等に係る制度改正」が令和5(2023)年実施され、アマチ

ュア無線の運用緩和や法改正が行われました。交信ル

ールのもと、いつでも・どこでも・だれでも交信体験(体験

運用)ができるようになりました。その他、様々な変更がさ

れています。再免許申請が１年前からが６ヶ月前からに

変更になり、局免の掲載、バンドプランも変更になって

います。また、本年１月にはアマチュア局電波利用電子

申請・届出システムLiteがリニューアルされました。ご確

認をお願いいたします。 

 

支部では、円滑な運営の為、支部役員会議や登録ク

ラブ代表者会議等を通して、常に立案や検討、事後の

反省や見直し等を行い、その会議録等はWeb上でも公

開しています。 

 

奈良県支部は、今後もボランティア精神で各種事業

にまじめに取り組んでまいります。今後とも支部活動のさ

らなる推進につきまして、支部役員ならびに各登録クラ

ブをはじめ県内会員各局の、なお一層のご理解とご協

力を賜りますようお願い申し上げます。 

最後に、会員皆さま方の、アマチュア無線のご活躍と、

ご健康とご多幸をお祈り申しあげます。 

 


